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はじめに
私たちは2018年に、プロジェクト管

理（PM）における人工知能（AI）に関
する記事を初めて執筆しました。その
中で、プロジェクトマネージャーの皆さ
んが自身の職業における変化にどれ
だけ備えられているのかを挑発的な形
で問いかけました。私たちは、自律型
AIによるPMの真に重要な変化が現れ
るまでには、おおよそ10年から20年か
かるだろうと予測しています。しかし、
予測は外れることもあるため、実際の

状況を調査し、PMにおけるAIの現状
を評価し、プロジェクト管理領域での
AIによる完全な自動化の実現に向けた
旅路の最大の障壁を評価することにし
ました。

私たちの予測通り、AIの領域では多
くの進歩がありました。特に、自動化や
統合、チャットボットなどの簡単な形態
のAIについては、スタートアップや既存
企業がこの分野に参入し、プロジェクト

マネージャーの経験を向上させていま
す。しかし、予測的な洞察や自律型プロ
ジェクトマネージャーなど、より高度な
形態のAIに関しては、進展がほとんど
見られませんでした。

本レポートでは、なぜ進展が非常に
遅いのか、特に他のビジネス領域と比
較してAIの利用が過去数年間で急増し
た理由について、より詳しく解説してい
きます。

プロジェクト費用を計算し、 
時系列でソートしてくれる？

了解しました。 
費用を細目別にも 
ソートしますか？
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いいね。そうして。



AIのハイプと予測
人類の文明の初期から、人々は未来

を予測しようとしてきました。しかし、ほ
とんどの場合、これらの予測は間違って
おり、時には大きく外れることさえあり
ました[1]。最近では、未来派の人々や
ベンチャーキャピタリストなどが、次の
大きな出来事や技術のブレイクスルー
を予測し、市場の優位性を追求するた
めに活動しています。特にAIの分野で
は、こうした取り組みが過去5年間で非
常に盛り上がってきました。

AIの研究は60年以上にわたり進め
られてきましたが、進展のペースは一
定ではありませんでした。現在はさまざ
まな種類のAIアプリケーションが大き
なブレイクスルーや広範な適用の可能
性に近づいているという報道がありま
すが、これらの報道はやや楽観的な見
方かもしれません。

過去数年間、AIとその応用に関する
話題が急速に広まり、科学技術関連の

出版物だけでなく、マスメディアでも大
きく取り上げられています。AIアプリ
ケーションが私たちの日常生活のあら
ゆる分野に広く浸透し、職場や雇用に
も大きな影響を与えると予測されてい
ます。例えば、SiriやAlexaなどの個人
用アシスタントが市場に登場し、AIベー
スの家庭用アプリケーションが実際に
目に見える形で使われています。

このような状況を踏まえて、プロジェ
クト管理を含む専門職にも幅広い影響
が及ぶと予測されており、新たな黄金
時代から大量失業の脅威まで、さまざ
まなシナリオが提示されています。

一部の出版物では、このような恐怖
感を緩和しようとする試みも行われて
いますが、一方でAIのプロジェクト管
理への適用を完全に否定する声や、極
端な主張をする著者も存在します。

しかし、これらの議論によって、労働

者の間でAIの導入に対する不安が広が
り、技術の進歩に対する反感も高まって
います。
世界的な実証調査によれば、業界関
係者や人事担当者の回答者の半数以
上が、従業員の仕事の性質が変わると
予想し、4分の1はAIによる従業員の削
減が明確になると予測しています。そし
て、その実現までにかかる時間はわず
か3年である可能性が高いとされてい
ます[2]。

しかし、これらの予測や恐怖感は、実
際にはほとんど現実化していません。
一般的に、注目を浴びる技術は広範な
導入に向けてさまざまな課題や制約要
因を抱えています。これらの課題が解
決されない限り、その技術に期待され
る本来の力を発揮することはできませ
ん。次のページでは、AIプロジェクト管
理ソフトウエアソリューションが直面す
る主要な制約要因について、詳しく検
討していきます。

1 AIはプロジェクト管理で 
本当に失敗したのか

「この『電話』という装置は、 
通信手段としては多くの 
欠点があります。 
私たちにとってほとんど 
価値のないものです」

Western Unionのメモ 
1878年頃



技術が注目を浴びると、
　　通常その技術が
　最大限の可能性を発揮するために
解決すべき重要な課題が生じます。 

予測の正確さを制限するもの
技術や技術ベースの製品には、まず
技術自体の成熟度が求められます。し
かし、成功には、熟練した人材と市場
の需要も不可欠です。AIプロジェクト
管理における制約要素を分析した結
果、技術とデータの準備状況、人材と
能力、市場の需要と準備状況が最も重
要な要素となることが分かりました。

 
次のセクションでは、これらの制約

がAIプロジェクト管理にどのような影
響を与えるのかを詳しく探っていきま
す。もちろん、これらの制約は適切なタ
イミングで解決される必要があります。

技術とデータの準備状況
AIの伸展には、データが欠かせませ

ん。機械学習やディープラーニングの原
則に基づくAIのあらゆる側面は、デー
タに頼っているのです。問題に適切な
意思決定を与えるためには、データ基
盤が必要不可欠です。プロジェクトAI
においては、それはプロジェクトや関連
データを指します。

しかし、現実にはデータの偏りがあ
り、AIは自らデータを整理して構造化す
るまでには至っていません。ここで、
データに関する主要な課題を見てみま
しょう。

多くの企業は、過去のプロジェクト
に関連した、整理されたデータリポジト
リを持っていません。財務記録がある
かもしれませんが、一貫して構造化さ

れているわけではありません。また、会
議や意思決定の記録が残っている場合
でも、直接利用可能な形式ではありま
せん。さらに、プログラムインクリメント
（PI）の計画ボードやスタンドアップミー
ティング、ホワイトボードの議論など、
至るところに写真が存在します。

したがって、企業がプロジェクト管理
にAIを導入するためには、多くのデー
タエンジニアリングの取り組みが必要
です。

ただし、これらの取り組みが行われ、
データがクリーンアップされ、構造化さ
れ、適切に保存された場合、次に問題
になるのは、既存データの適用性とボ
リュームです。これらの問題は、アルゴ
リズムの訓練において重要な要素であ

り、正しい種類と十分な量のデータが
利用可能であることが、正確な意思決
定と推奨事項を実現するために不可欠
です。ただし、これらの課題は克服が難
しい場合もあります。

例えば、多くの企業では、プロジェク
トポートフォリオの意思決定をスピー
ディかつ効果的に行うために、大量の
標準化された品質データを必要としま
す。特にプロジェクト管理の分野では、
まだ十分なプロジェクト統制や監視体
制が整っていない企業が多く存在する
ため、そのようなインフラを構築し、成
果を適切にアーカイブする必要があり
ます。AIの育成には十分な素材が必要
であるため、これらの仕組みを整える
ことが欠かせません。
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人材と能力
AIへの投資とアプリケーション開発

の拡大により、適切な人材の確保に課
題が生じています。特に米国、西欧、中
国以外では、データサイエンティストや
ロボティックスエンジニアなど関連の
専門家の供給が限られています[3]。

需要の増加に伴い、これらの専門家
の給与水準も上昇していますが、現在
の雇用主を離れる意思を持つ人々は限
られています。最も先進的で魅力的な
企業がこれらのポジションの採用に取
り組んでいるため、従来の「古くて退屈
な」業界は後れを取っています。

この問題を解決する方法の1つは、
組織が継続的なトレーニングとスキル
アップに取り組み、従業員にAI関連の
ポジションで働く機会を増やすことで
す。ただし、Pfefferが指摘しているとお
り、組織はトレーニングとスキルに投資
する必要性を認識しているにもかかわ
らず、実際の行動はまだ不十分です
[4]。組織はまだ、高価な外部リソース
の雇用に資金を注ぐ傾向があり、内部
のスキルアップには十分な投資が行わ
れていません。

もう1つの重要な側面は、新しい技
術が職場に導入される際に従業員が
直面する、変化への恐怖です。新しい
ルーティンに適応する必要があり、人々
は変化に対応するためにより多くの努
力を払わなければなりません[5]。プロ
ジェクトマネージャーやプロジェクトメ
ンバーは変化の主体として見られるこ
とが多いですが、彼ら自身も変化に対
する抵抗感を抱くことがあります。

市場の需要と準備状況
AIの導入にまつわる予測やビジョン
は大きな影響を及ぼしました。多くの
企業が突然、AIソリューションへの投資
や購入を検討し始めました。しかし、ま
だ多くの領域では初歩的ソリューショ
ンしか存在せず、一部の領域ではまった
く提供されていません。そのため、新し
い技術への期待に対する失望や幻滅
が生じています。

AIの開発には費用がかかります。
2020年には、AIアプリケーションに約
140億米ドル、ITサービスに145億米ド
ル、ハードウエアに112億米ドルが投資
されました [6]。AI関連の投資は2021
年から21.3％増加し、総計で620億米

ドルに達する見込みです [7]。さらに、
2024年までには1,100億米ドルに増加
し、わずか4年間で100％成長する見込
みです。

しかし、AIへの投資では、プロジェク
ト管理領域にはあまり注力されていま
せん。企業は主に自動化された顧客
サービスエージェント、販売プロセスの
自動化やレコメンデーション、脅威に対
するインテリジェンス、ITの自動化など
の領域に投資しています。これらの領
域への投資は全体の約3分の1を占め
ています。AIのビジネスケースが明確で
あり、投資額が最も高いのは、銀行業
界や小売業界のようです。2020年のラ
ンキングでは、ディスクリート製造・プ
ロセス製造、医療が2位と3位にランク
インしています。また、2020年から
2024年までにメディア、政府機関、専
門サービス業界におけるAIへの投資が
急速に増加する見込みです [6]。

そのため、AIには資金が流れていま
すが、プロジェクト管理のためのAIソ
リューション開発にはあまり投資され
ていません。その理由は何でしょうか。

多くの企業リーダーにとって、AIアプ
リケーションへの大規模な投資のビジ
ネスケースが明確ではないという懸念
があります。多くの出版物にも反映され
ているように、そのようなプロジェクト
が成功した実例はほとんど見られませ
ん。AIが製品自体であり、売上や収益
の増加に直接貢献する場合や、過去の
データの利用が容易な場合など、特定
の条件が整っている場合には、例外的
に導入が進んでいます。これらのアプリ
ケーションは、AIをプロジェクトマネー
ジャーの完全な置き換えに使用するよ
うな場合よりも、導入が容易であるよう
に思われます。
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PMにおけるAIの失敗
過去数年間、メディアや著名なリー

ダーから提示されてきた壮大なアイデア
を考えると、プロジェクト管理における
AIの実現にはまだ具体的な進展がほと
んどありません。現在も、大規模で複雑
なプロジェクトはまだ「人の手によって」
管理されており、経験豊富なプロジェク
トリーダーが主導しています。小規模な
プロジェクトでも、AIの介入はほとんど
なく、人間中心の管理が行われていま
す。具体的な使用例では、Grammarly
のようなプロジェクト管理に特化した
サービスがありますが、まだまだ利用範
囲は限定的です。ScopeMasterなどの
ソフトウエアは、ソフトウエアプロジェク
トにおいて曖昧な要件や一貫性のない
要件を特定し、価値を提供することを目
指しています。また、fireflies.aiや他の会

話型AIチャットボットも存在しますが、使
用例は限られています。一部の提携企業
（Sharktower、lili.ai、mely.aiなど）は特
定の業界に焦点を絞り、価値提案を行っ
ていますが、まだ本格的なブレイクス
ルーには至っていません。

MicrosoftのCortex [8]は、Microsoft 
GraphテクノロジーをベースとしたAI
活用の知識ネットワークですが、まだほ
とんどの機能がリリースされていませ
ん[9]。Cortexは、Microsoft 365全体
に新機能を追加することを目指してい
ます。最初の製品であるSharePoint 
Syntexは、2020年末にリリースされま
した。この製品は、組織のSharePoint
ドライブ内のコンテンツの管理と整理
にAIを活用しています。追加機能によ

り、コンテンツの管理、体系化、検索の
最適化が可能となり、SyntexはAIがさ
らなる知識を獲得するための一歩と
なっています。また、Microsoft Office
スイートはプロジェクト管理で最も広く
使用されるソフトウエアであるため、
PowerPoint、Excel、Wordを通じてプ
ロジェクト管理のAI革命を実現するた
めには、Microsoftが最適な立場にあ
ります。知識グラフ*技術を応用するこ
とも有益であると期待されます。

現時点では、AIがプロジェクト管理
領域で完全に普及したとは言えませ
ん。しかし、私たちは4年前の予測を維
持し、今後15年以内にAIがプロジェク
ト管理の領域で普及するという楽観的
な見通しを持ち続けています。

今後15年以内にAIが 
プロジェクト管理の分野で 
一般的に普及するという見通しを 
維持しています。

* 知識グラフは、さまざまな情報源からデータを整理し、特定のドメインまたはタスクに関連する情報を収集し、それらの間のつながりを作り出す仕組みです。データ
サイエンスやAIの領域では、知識グラフはデータのアクセスと統合を簡素化するためによく利用されます。また、機械学習などのデータ駆動型のAI技術においては、
知識グラフが文脈と深みを提供し、人間とシステムの間で情報をやり取りする役割を果たします。例えば、人間が理解できる説明を生成したり、科学者やエンジニア
のためにより高度なインテリジェントシステムを実現したりすることができます。（https://www.turing.ac.uk/research/interest-groups/knowledge-graphs、2022
年9月19日アクセス）
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アントニオ・ニエト・ロドリゲス氏の著書『The Project Revolution』 [10]
によれば、現在でも多くの経営者はプロジェクト管理を戦略的な領域では
なく、むしろ戦術的なものまたはオペレーションレベルのものとして捉えて
います。つまり、プロジェクトとプロジェクト管理が組織にもたらす価値が
適切に認識されていないことを意味します。

新製品のライフサイクルの初期段階では、プロジェクト管理は社内外の
さまざまな関係者を結び付け、計画と投資の実行を確実にする重要な役
割を担います。製品の市場投入が遅れたり、計画が不十分だったりすると、
大きな損失を被る可能性があります。そのため、経営者にとっては、プロ
ジェクトの実行と戦略的な意思決定の関連性を認識し、プロジェクトを取
締役会レベルの戦略的な決定の一環と見なすことが重要です。

プロジェクト管理の専門家は、この課題に対処するために努力しており、
リスク管理の手法やステークホルダーの効果的な管理を通じて、必要なサ
ポートを提供しています。他業界でAIが成功を収めていることを再現する
ために、プロジェクト管理の専門家が学ぶべき重要な教訓は何でしょうか。

2
AIをプロジェクト管理に 
導入するために 
克服すべき障壁は何か
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経営者にとって最も 
重要なことは、 

プロジェクトの実行と 
戦略的な意思決定を 

密接に結び付けることです。 
プロジェクトは 

取締役会が掲げる戦略を 
具体化するための 

不可欠な要素となります。
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AIの導入に成功したケースはあるのか
さまざまな業界でAIの導入が進み、多くの企業に価値をもたらしています。以下
の表では、異なる業界からAIの事例をいくつか紹介し、それらが組織に与える影響
について説明します。

業界 利用シーン 影響

ロボアドバイザリー：金融サービス業界では、顧客に
金融取引を提案する、非人間のエージェントであるロ
ボットアドバイザーが活用されています。一部の場合
では、顧客とのやり取りなしで、あらかじめ定義された
パラメータの範囲内でアクションを実行します。

•  低所得者の顧客にも投資商品へのアクセ
スを広げる。

•  ロボアドバイザーを通じて追加の収益を
生み出す機会を提供する。

•  ロボアドバイザーは従来の投資アドバイザ
リーよりも高い成功率を示す。

•  銀行が投資判断の文脈でより多くのデータ
を収集するのに役立つ。

不正防止：金融サービス企業は、AIを活用して不正な
パターンを特定することがあります。例えば、クレジッ
トカードの不正利用などです。銀行はカード情報と通
常の購入行動に基づいて異常な取引を特定し、審査
や処理を保留するためにAIを適用します。

•  不正行為にかかるコストを早期に把握し
削減する。

•  データに基づいたスマートな洞察により、
不正対策担当者をサポートする。

•  機械学習のパターン認識により、誤検出の
頻度を減らす。

車線維持支援：車線維持支援（LKA）システムは、ビ
デオカメラを使用して車両の前方の路面標識までの
距離と車線内の位置を監視します。車線までの距離が
基準値を下回ると、システムが介入して車両を支援し
ます[11]。

•  運転者の不注意による事故の数を減らす。
•  一般的な車両／運転の安全性を向上さ
せる。

•  ポジティブなマーケティング要素として機
能する。

•  LKAは通常、オプション機能として販売さ
れ、収益を拡大する。

自動運転車：自動運転車は、出発点から目的地まで
自動で走行することができます。これらの車両は、ク
ルーズコントロール、ステアリング、ナビゲーションシ
ステム、レーザーやレーダーなどのさまざまなテクノロ
ジーとセンサーを使用して目的地に到達します[12]。
ただし、完全に自動化された車両が全ての道路で利
用できるわけではなく、倫理的な問題や損害賠償に関
する重要な課題がまだ解決されていません。しかし、
これらの車両は現在、テスト走行と実車走行の両方が
行われています。

•  組織が車両と機能を改善するためのデー
タ収集を拡大する。

•  製品差別化要素として、ポジティブなマー
ケティング要素と販売に貢献する。

•  全ての道路利用者の安全性の向上が期待
される。

金融サービス

交通
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業界 利用シーン 影響

デジタルアシスタント：デジタルまたはバーチャルアシ
スタントとは、自然言語での音声指示を理解し、ユー
ザーのためにタスクを遂行するプログラムです。一般
的な例としては、AppleのSiri、Googleアシスタント、
Amazon Alexaなどがあります。

•  顧客の問い合わせに迅速に対応する。
•  顧客サービスのストレスと単純な問い合わ
せの数を減らす。

•  顧客からのフィードバックを通じて製品の
欠陥や弱点を体系的に特定する。

家庭用ロボット：家庭用ロボットは、家庭内で特定の
タスクや活動を行うために設計されています。最も一
般的な家庭用ロボットは、スマート掃除機です。これら
の装置はセンサーやビデオカメラを備えており、家庭
内を移動して床や窓を清掃します。

•  製品の直販を行う。
•  家庭用ロボットによって家庭内の清掃作業
にかかる労力を軽減する。

画像診断：がん検査やマンモグラフィなどの画像診断
は、放射線医学で広く使用され、がんの検出に役立て
られます。AI技術はスクリーニングに活用され、医師
の診断をサポートします。これらの技術はまだ実験段
階にあり、完全に依存することはできませんが、経験
の浅い医師にとって大きな助けとなる可能性がありま
す[13]。

•  病気のより正確な診断を可能にする。
•  医師に対してセカンドオピニオンを提供
する。

顧客の購入行動：AIは、オンラインショッピングなどで
利用され、追加購入やクロスセリングの推奨を行うた
めに活用されます。例えば、「他のお客様もXYZに興味
をお持ちです」といったレコメンデーションがあります。

•  データの洞察による顧客のセグメンテー
ションの向上を実現する。

•  顧客ごとの購入量の増加を促進する。

これらの事例の共通点は、AIソリューションがもたらす影響が、AIを使用しない場合と
比べて大きいことです。AIの価値を実現するためには、売上の拡大、コスト削減、より
迅速なプロジェクトの完了などが必要です。 

家庭用支援

ヘルスケア

小売
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図表1：成功要因としてのIMPaCT

成功要因としてのIMPaCT
影響や価値はAIの成功において重要な要素ですが、それだけではありません。Jöhnkらが2020年に導入した組織のAI準備

状況フレームワーク[14] をもとに、データ、人材と能力、テクノロジーを主要なAIの成功要因として特定しました。図表1に示し
たとおり、私たちはこれらの成功要因を「IMPaCT」という頭文字で表しています。

I M PaC T
影響（Impact） 測定

（Measurement）
人材と能力
（People and 
Capabilities）

テクノロジー
（Technology）

影響と価値
AIの導入が成功した事例では、組織

の業績に大きな影響を与えています。金
融業界では、AIの取引アルゴリズムが
金融利益を上げるために利用されてお
り、これは銀行自体または顧客に対し
て行われます。同様に、小売業のレコメ
ンデーションエンジンでも、AIの成功は
投資と直接関連付けることができます。

プロジェクト管理の専門家が直面す
る制約を考慮すると、経営陣の認識を
特に重要視する必要があります。成功
要因を満たし、AIへの投資の影響と価
値を示すことは、克服すべき課題です。

プロジェクト管理の価値を認識し、
推進する組織にとって、プロジェクト管
理AIの価値ドライバーは明確です。プ

ロジェクトマネージャーはより生産的
になり、リスクや課題の透明性が高ま
り、予算編成が改善されます。また、手
作業の管理タスクが減少することで、
総合的な効率性も向上します。
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測定
データの収集においては、多くのデー

タを持つことが望ましいですが、適切な
データを持つことが最も重要です。いく
つかの事例では、アプリケーション自体
がデータを生成し、高品質なデータを
利用しています。レコメンデーションエ
ンジンの場合は、AIがユーザーの行動
から学習します。また、金融データの場
合は外部プロバイダーからデータを購
入することもあります。

AIの導入に成功した組織には、強力
なデータガバナンスの手続きと原則が
あります。データサイエンティストとエ
ンジニアには、AIの運用を改善するた
めに必要なアクセス権が与えられ、関
連するデータソースにアクセスできま
す。また、AIアプリケーションのトレーニ
ングデータセットは、定期的に更新され
ます。

データの可用性を確保するために
は、プライバシーや保護に関する法令
を遵守し、厳格なデータガバナンスを
実施することが重要です。全てのプロ
ジェクトメンバーは、適切なデータ収集
とガバナンスに貢献できます。特にプロ
ジェクトポートフォリオ管理に特化した
組織は、データ活用の準備が整ってい
ると言えます。

人材と能力
人材と能力はAIの成功において重

要な要素です。組織が自社のデータを
活用してさらなる価値を生み出すため
には、データに精通したスタッフやリー

ダー（データサイエンティスト、エンジ
ニア、テクノロジーに詳しいプロジェク
トマネージャーなど）を採用する必要が
あります。

既にデータ駆動型の組織やテクノロ
ジーを活用する組織、データを活用す
る企業は、他の企業よりも大きなアド
バンテージを有しています。それは、エ
ンジニアリングとイノベーションに注力
するカルチャーを持つ組織は、これらの
重要な人材を引きつける可能性が高い
ことからも明らかです。

良いニュースは、大学がこのトレンド
に気付いていることです。データ分析、
データサイエンス、コンピュータサイエ
ンスのプログラムを積極的に導入し、
新卒者を育成しています。しかし、競争
が激しいため、企業はこれらのスキル
に対する報酬の提供や自社の人材を
育成するための投資の準備をしなけれ
ばなりません。

テクノロジー
過去数年間の技術の進歩により、ス

トレージ、CPU、GPUの処理速度が向
上し、AIのアプリケーションにおいて技
術が重要な成功要因となっています。
かつては、計算用ハードウエアの制約
がAIやデータ処理の進歩を妨げていま
したが、クラウドを利用した計算能力の
向上により、この問題は手頃な価格で
解決できるようになりました。

もう1つの制約はストレージコストで
した。現在では、1ギガバイトあたりのス

トレージ価格が0.1米ドル[15] 以下に
なり、データの収集と保存が手頃な価
格で行えるようになりました。ただし、
使用するデータセットが大きくなれば
なるほど、より高速な処理が求められ
ます。この点で、パブリッククラウドやプ
ライベートクラウドが重要な役割を果
たします。

一方で、自動化されたデータラベリ
ングやデータ認識にはまだ課題があり
ます。チェスの場合、アルゴリズムが
ゲーム内の数百万通りの可能な指し手
を追跡し、対戦相手の次の指し手を予
測することは比較的容易です。ルール
の数は限られており、アルゴリズムがこ
れまでの対戦ゲームのデータにアクセ
スできるからです。しかし、プロジェクト
管理のように、データセットのデジタル
化が難しい場合はどうでしょうか。企業
は、データセットに手動でラベリングを
行い、それらを読みやすく構造化され
た形式に整理する必要があります。成
功するかどうかは、AI技術を活用して
プロジェクトに深く関わり、データを分
類し、以前のプロジェクトに関する知識
を構築できる能力にかかっています。前
述したように、SharePoint Syntexは
このようなアプローチに基づいて機能
しているようです。興味深いのは、この
ようなデータが予測的なプロジェクト
分析や他の高度なプロジェクトAIにど
のように・いつ活用されるか、です。

組織にとって重要なのは、 
エンジニアリングとイノベーションに
注力するカルチャーを持つことです。
これによって、優れた人材を 
引きつける可能性が高まります。

AIはなぜプロジェクト管理において期待された成果を上げられないのか  |  13



多くの企業では、プログラムの支出
を単なるコストとして捉える傾向があり
ます。これは、プログラムやプロジェク
トが将来的に価値を生み出さない可能
性があるとしても、それを最後まで実行
し、企業の貴重なリソースを浪費し、既
存の費用を過大評価し続けることを意
味します。また、どのプロジェクトを進
めるべきか（そして、より重要なことと
して、どれを中止するか）の決定には、
社内政治が関与することもあります。
キャリアパスや組織内での影響力、個
人的な権力基盤が特定のプロジェクト
と直接関連付けられるため、合理的な
意思決定が妨げられることもあります。

多くの企業は、個別の取り組みに基
づいた主観的な報告に依存していま
す。これらの報告は通常、標準化されて
おらず、プロジェクト間の比較が難しい
場合があります。通常、プロジェクト

ポートフォリオレベルでは、集約された
数値のみが提供され、誤った判断やバ
イアスの影響を受ける可能性がありま
す。そのため、公平かつ合理的なAI機
能を活用して、プログラムとプロジェク
トの監視と統制を行うことが非常に重
要です。統合的なアプローチのみが最
適な成果をもたらすことが明らかに
なっています。また、プロジェクトリー
ダーなどが定期的なプロジェクトタス
クに費やす時間を削減することも重要
です。

第2章で見たように、AIの実装につい
て、実際には多くの成功事例が存在し
ます。次のセクションでは、私たちが定
義したIMPaCTの成功要因を活用して、
プロジェクト管理においてAIが組織に
どのような成果をもたらすかを検討し
ます。

3 PM組織で 
AIを成功させる方法
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プロジェクト環境におけるAIの価値を理解する
Slateの記事でJeffery FunkとGary 

Smithは次のように述べています。「AI
が過大な約束を実現できなかった理由
の1つは、人間の頭脳を凌駕するコン
ピュータを構築することは、あらゆる挑
戦の中で最も困難なものであると私た
ちが予測していなかったことです」 [16]。
これは、完全に自律したプロジェクトマ
ネージャーAIの可能性を正確に捉えて
います。喜ばしいことに、プロジェクト
環境にAIを適用することで、企業に利
益をもたらし、影響を与えることは可
能です。基本的に、プロジェクト管理の
ためのAIの価値は、従来のプロジェク
トマネージャーが提供している価値よ
りも高くなければなりません。プロジェ

クト環境によっては、リスクをより早く
特定・管理することが、計画よりも低コ
ストや短納期につながる可能性があり
ます。この価値の関係性を図表2に示し
ました。

AIテクノロジーには既に、人間の話
し言葉や聴覚、読み書き、触覚を追跡す
る能力があります。しかし、企業環境で
の利用、特に生産性のモニタリングに
おいては、その活用は非常に限定的で
す。正直に言えば、これはディストピア
的な要素も感じられます。特にプライバ
シーに敏感な地域（欧州など）では、こ
のようなモニタリングと統制の仕組み
は、実施前に労働者の反対運動につな

がる可能性があります。しかし、プロジェ
クトAIが真に自動化するためには、社
会経済的な問題と純粋に技術的な問
題の両方を克服する必要があります。

総じて、私たちは、本当に高度なAI
が従来のプロジェクトマネージャーに
経験を与え、経験に基づくバイアスを
克服する能力を持つと信じています。こ
れにより、隠れたアジェンダやプロジェ
クト目標から逸脱したモチベーション
を示唆するコミュニケーションのパター
ンを特定できるでしょう。プロジェクト
管理の価値を信じているのであれば、
AIを活用したプロジェクト管理は、次
のステップになると言えるでしょう。

AIプロジェクト管理 従来のプロジェクト管理

AIの影響 人材と能力

測定

テクノロジー

価
値

ス
ピ
ー
ド
の
向
上
が
必
要

正
確
性
の
向
上
と

バ
イ
ア
ス
の
減
少
が
必
要

価
値
の
増
大
が
必
要

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

ア
シ
ス
タ
ン
ト

自
律
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

機
械
学
習
に
基
づ
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理統

合
と
自
動
化

複雑性

プロセッシング
とストレージ

話すこと
聞くこと

見ること
感じること

嗅ぐこと
味わうこと

触ること
作ること

読むこと

プロジェクト
マネージャー

プロジェクトチーム
とステークホルダー

シンプルなAI 高度なAI

図表2：AIによるプロジェクト環境における価値の関係性

AIはなぜプロジェクト管理において期待された成果を上げられないのか  |  15



プロジェクトマネジメントへのAIの効果的な導入
前のセクションで述べたように、IMPaCTフレームワークは、AIの効果的な導入に必要な手順を示して

います。AIを導入する際には、最初に限定された領域に焦点を当てる必要があります。経験とデータの
蓄積は、プロジェクトAIの展開において組織にとって非常に価値があります。

以下は、AIにとって容易なタスクとプロジェクトマネージャーにとって難しいタスク、およびその逆の
ケースについての概要と、最初のアクションを決定するためのガイドです。

AIにとって容易だがプロジェクトマネージャーに 
とって困難なこと

•  一般的な予測
• 複雑なルールベースの意思決定

• パターン認識

• 税務申告

• 反復的なペーパーワーク

• 不正検出

•  交渉術
• 権限なしでの影響力

• フィーリングや共感

• ステークホルダー管理

• コミュニケーション管理

• 戦略のデザインと実行

プロジェクトマネージャーにとって容易だが 
AIにとって困難なこと

構造化された状態かつ容易に読み出せる形式でデータを集
めるのが困難な場合のタスク

データへのアクセスが容易であり、かつそれを機械でも読み
出すことができる場合のタスク

これらの活動に基づき、また先に特定した成功要因IMPaCTに基づき、次
のセクションでは、プロジェクトメンバーがプロジェクト管理においてAIの価
値を創造するために取ることができるアクションを提案します。AIがプロジェ
クト管理に与える影響に基づいて、価値のケースを立案することが重要です。
以下に具体的な例を示します。

•  人々の動機付け：AI技術を使用することで、個々のタスクの実行状況や
ワークフローを最適化することが可能となります（例：Microsoft Viva 
Insights）。

•  意思決定の支援：AIは、経験豊富な個人の主観的判断の集合体に基づい
て、より正確なプロジェクト意思決定をサポートすることができます（深層
学習の応用を通じて）。

•  アクティビティの調整：AIは、プロジェクト間やベンダー間、組織内外での
調整コストを大幅に削減するのに役立ちます（チャットボットの活用など）。

•  目標の設定：狭い範囲のAIが最も機能するのは、明確なプロジェクトの成
功基準に向けて取り組むことです。強化学習など機械学習技術の成功のほ
とんどは、あらかじめ定められた目標（例：稼働開始）に近づく選択肢（ス
コープ、時間、費用、品質など）を「報酬」とする、アルゴリズムによるもの
です。
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プロジェクトAIの影響
まず、AIが組織にもたらす価値を理
解することが重要です。明確な価値と
目標を定義することで、AIを活用したプ
ロジェクト管理に関連する全ての活動
を測定可能にし、目標の達成をサポー
トします。

具体的な利用シーンについて考えて
みましょう。例えば、配送書類の視覚的
なパターン認識や会議の議事録作成の
ための音声認識などが挙げられます。
これらは既に実現可能であり、プロ
ジェクトマネージャーやプロジェクトメ
ンバーが管理業務をサポートするため
に活用できます。AIの限定された機能
を使って、組織の経験とデータを収集
することは、将来の採用拡大に向けた
利益をもたらします。

•  プロジェクトAIが組織にもたらす影
響と価値を明確にする。

•  プロジェクトAIが達成すべき目標を
定義する。

•  AIの影響に基づいて最初の利用シー
ンを策定する。

プロジェクトAIの測定
品質の高いプロジェクト管理データ

を活用するためには、ラベリングとデー
タの量が、取り組むべき最大の課題と
なります。従来のプロジェクト管理デー
タは、あらゆる方法で保存され、多種多
様なファイル形式で存在し、情報は、口
頭で伝えられることがほとんどでした。

プロジェクト管理にAIを導入する組
織やプロジェクトマネージャーは、可能
な限り標準化し、プロジェクト文書や情
報にメタデータを使用してラベリングを
行う必要があります。特にプロジェクト
ポートフォリオ管理を行う場合、長期的
にはこの標準化が利益となります。最近
リリースされたMicrosoft SharePoint 
Syntexの知識グラフ技術など、ツール
の出現により、この取り組みがサポート
されています。

 
アーリーアダプターは、標準的なデー

タガバナンスの採用や分類用ソフトウ
エアの導入により、既に収集された
データセットを活用し、自社にとって有
用な領域でモデルをトレーニングする
ことで優位に立つことができます。

•  従来の構造化データ（プロジェクト
のマスターデータ、スケジュール、マ
イルストーン、リソースなど）を活用
可能にする。

•  テキスト、音声、ビデオ、センサーデー
タなどの非構造化データを特定し、
記録する。

プロジェクトAIのための人材と能力
プロジェクト管理において、組織変
革は関与する人々によって推進される
ということを理解することが重要です。
プロジェクトマネージャーは、変革の創
造者であり、その変革を通じて組織の
文化に影響を与えます。プロジェクト管
理AIの捉え方は他の人々にも影響を
与えます。

将来の技術を採用し、日々の業務に
組み込むためには、従業員がデータ
駆動型のマインドセットを持つことが
重要です。データの倫理的な使用に関
する方針は、人々のためらいを軽減す
るのに役立ちます。

経営者とプロジェクトスポンサーは、
機械学習の取り組みをサポートし、全
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てのプロジェクト間でデータの共有を
可能にする必要があります。これによ
り、現在と将来の取り組みのために包
括的かつ構造化されたデータベースが
作成されます。データの専門家によって
設計とメンテナンスされたこれらの
データベースは、AIアルゴリズムが収集
されたデータから学習できるように構
築されます。データエンジニアの採用や
スキルアップは、適切なデータガバナン
スの仕組みとともに、組織がAIプロジェ
クト管理において成功する可能性を高
めるのに役立ちます。

•  AIプロジェクト管理の変革を推進し、
継続的な改善に注力する。

•  データエンジニアと機械学習の専門
家がプロジェクト環境を確実に理解
する。

プロジェクトAIのためのテクノロジー
組織、特にプロジェクトスポンサー

は、新しい技術の利点と制約の両方を
理解し、自然言語処理やパターン認識
などの確立された方法を使って、将来の
利用シーンに向けたAI戦略を形成する
ための最初のステップを踏むべきです。

 

AI技術は、クラウド上での計算によっ
て大きな恩恵を受けています。クラウド
環境における経験と作業のスケーラビ
リティは、大規模なAIソリューションの
利点の1つです。プロジェクトスポンサー
や他の関係者にとって、これは労働力
全体を一変させる力を持つ技術として、
大きな価値を約束しています。[17]

業界によっては、ドローン、仮想現実・
拡張現実、モノのインターネットなど、
さまざまな重要な技術が統合されるこ
とで、プロジェクト環境の技術的な複雑
さが増します。ただし、これらの技術が
人間の創造力と融合し、組織の指示の
下でAIがさまざまなデータストリーム
を分析するようになれば、プロジェクト
管理に変革がもたらされるでしょう。

将来の技術による 

労働力全体の変革は、 
プロジェクトスポンサーや
関係者にとって 

大きな価値を 

約束しています。 
この先駆者としての 

優位性を持つことが 

重要です。



過去10年間の技術、特にAIへの投資の急増は、私たちに過剰な期待感を引
き起こしました。AIに関連する記事やビジネスアイデアは、ハイプで飾られてい
ましたが、現実の影響はまだ限定的です。実際、AIの実装はプロジェクト管理
の領域でも数年かかると予測されています。

IMPaCTフレームワークは、AI開発の課題についてのガイダンスを提供し、
プロジェクトメンバーや組織がAIプロジェクト管理の進化に備えるための洞察
を得るのに役立ちます。AIをプロジェクト管理に活用するためには、まずシンプ
ルな自動化の演習から始めることが重要です。チャットボットアシスタントを試
して、プロジェクトデータの共有を増やすことから始めましょう。チャットボット
アシスタントは、ステータスやスケジュールに関する会話をサポートしたり、代
わりに処理したりすることができます。これにより、プロジェクトマネージャー
は重要な問題に集中するための時間を確保できます。また、経験と利用可能な
データを増やすことで、より高度なAIを導入することも可能です。

AIを活用して達成したい目標と組織が得られる価値を明確に定義してくださ
い。もしプロジェクト管理が取り組みの達成に役立つと信じるのであれば、AI
を活用してプロジェクト管理を強化し、失敗の可能性を減らすことが有益です。

プロジェクトマネージャーとして、組織全体の変革をリードし、プロジェクト
メンバー全員の協力を確認することで、成功を保証するための貢献ができます。
プロジェクト管理AIの初期段階では、データの一貫性が向上し、この新しい技
術に取り組む意欲のある企業に、競争上の優位性をもたらすでしょう。

この旅路は長いものです。即時の利益を得るための簡単な解決策はありま
せん。しかし、時間と予算を効果的に管理できる組織は、長期的に成功するで
しょう。

結論
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別表

ツール名 内容 対象業界 利点 欠点 利用事例

fireflies.ai 会話の記録、
文字起こし、検索

全て
（特定なし）

会話をリアルタイムで
文書として保管する

PM組織にとっては
ニッチな用法

過去のステアリング
コミッティ会議での音声
記録を通して検索する

mely.ai 積荷書類からの
データエントリー
の自動化

配送、
ロジスティイクス

類似の積荷書類から
重要情報をリアルタイム
でデジタル記録する

利用できるのは
積荷書類と税関
手続きのみ

書類をスキャンすること
で、手作業によるデータ
エントリーのエラーを
取り除く

lili.ai プロジェクト文書
からタイムラインを
生成

建設、
エネルギー、
防衛

文書のキーワード分類に
より、プロジェクトから
大まかな情報フローを
つかむ

対象業界以外の
プロジェクトでの
活用は限定的

プロジェクト文書から
タイムラインを生成し、
遅延につながる
早期指標を識別する

sharktower リアルタイムAI
アナリティクスを
備えた
プロジェクトの
計画と報告ツール

主として、
あらゆる
業界内での
アジャイルな
プロジェクト

リアルタイム報告を
活用し、1カ所でより
効率的にアジャイル
プロジェクトを管理する

プロジェクト管理
の各側面が
Sharktower内で
管理されている
場合に最も効果的

Sharktowerプロジェク
トを、他の協力者と一緒
にリアルタイムで計画し、
レビューする

ScopeMaster テキストインプット
からのソフトウエア
要件分析を自動化

ソフトウエア
製品を開発
するあらゆる
業界

要件の迅速な生成
および自動テストにより、
時間を節約する

PM組織にとっては
ニッチな用法
（Scrumで効果的）

テキストインプットに
よって要件を定義すると、
プログラムが要件とその
ための活動を生成する

ClickUp タスクのトラッキン
グおよびコラボ
レーションの
自動化と簡単化

全て
（特定なし）

他の協力者にとっての
双方向性を維持しつつ、
プロジェクトのやること
リストとタスクリストを
可視化する

機能は多いが、
当該フレーム
ワーク外では
フレキシビリティが
ない

内蔵チャットとダッシュ
ボード機能を使って、
複数の仲間がPM組織の
場でタスクをトラッキング
する

Microsoft 
Syntex

SharePoint内の
文書の解釈と
ラベリング

全て
（特定なし）

SharePointに保管
された文書のコンテンツ
をリアルタイムで
ラベリングする

いまだに全てが
公表されてはいない
（長期的有用性が
未検証）

SharePoint内の
Microsoft Office文書の
コンテンツとラベルを
検索する
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